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量子化された形態であろう｡同 じことは,遺伝情報をになうI)NA 上 の塩基配列 の変



















からなるDNA は染色体上の機能 していない部分,即ち異質染色質部分に存在 して い
る (Bostocketal.e1972);Prescottetal.(1973);Fryetal.日973)).
事実嘱乳類の1細胞当｡のDNAは約 3×109塩基対からなり,細菌では約 4×106
塩基対からなっている｡遺伝子の数になおすと,それぞれ 3×106個, 4×103 個位
となる｡このうち機能している遺伝子の数は,前者では,数万個,後者 では,数千個と
推定されている.このことは.嘱乳類では,実際存在するI)NAのうち 9070以上が,






対応できない. しか し,もし必須機能の遂行に静係するI)NA部分以外に余承1の "Junk
DNA"があれば,その部分では,何ら環境からの圧力を受けず,どのような組み合せ
の塩基変化も可能 となるであろう｡ここでは,連続的な変化を,集積 して量子化するこ














これ らの非必須機能に対応する遺伝子は, DNA 分子のほぼ中央に位するb2領域にあ
っまっているか,個々のファージ種に特有の塩基配列は.まさにこの部分に集中してい
ることが認められている (Simnn et.al･(197日 )｡ 種 にとって Nnn-essential
な塩基配列こそが,種 を特徴づける塩基配列であるといえよう｡













































分子進化に関して,木村資生 ,KingandJukes は中立説なる考えを提唱 した.
この考えは,一言で言 うと, ｢分子 レベルにおいては,突然変異は,申立か致死的変異
であ って adaptivemutation は無視できる｣とい うヰ､のである｡中立説の一つの根







DA(to,tl); A-蛋白質において toに分岐 し, tl 後の種間におけるunitof
4)
acceptedmutatinnで測 った site当 りの距離｡
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